
駆
液
｝
贈
丁
す
匹
葺
↓
」
門
丹
「
霞
運
齢
…
山
鷹
驕
…
別
掻
承
翻
韓
腸
鋳
領
叩
匹
五
鴛
甑
蟹

瑠
湘
覧
・
†
六
年
　
黒
　
州
月
二
十
R
二
鞍
行
一

第四十六巻　　　第十二珊

　　　第五百四十二號

　昭和五十六年三月二十日螢行

記
憶
の
二
過
程
…
…
：
…
…
…
：
・
…
：
：
…
平

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
個
別
と
普
遍
：
浅

　
一
鴨
形
而
上
学
転
M
巻
　
○
章
の
問
題

　
　
を
中
心
と
し
て
i

直
観
と
綜
合
－
－
…
…
…
…
…
・
－
…
…
－
…
岡

丁
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
お
け
る
「
合
議
制
的

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
專
門
職
」
を

　
め
ぐ
っ
て
…
…
…
：
…
…
：
・
…
…
…
・
：
溝

　
一
－
1
天
仁
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ

　
　
　
　
　
教
授
を
偲
ぶ
i

　
彙
報

野野

俊
　
二

楢
　
英

村
　
信
　
孝

部
　
明
　
男

京都大學文學部内

京都哲馬鐸



京
都
哲
學
魯
規
約

繍
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
国
国
と
す
る

剛
、
右
の
圏
曲
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
三
遍
「
哲
學
研
究
し
を
骸
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

鱒
　
随
時
・
研
究
會
を
開
く

一
、
本
禽
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
数
富
及
び
委
員
禽
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

一
、
本
愈
は
賛
助
員
若
千
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
禽
員
の
中
か

ら
萎
員
愈
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
。
圏
書
館
。
其
弛
の
團
髄
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

食
す
る
こ
と
が
で
き
る

蝋
、
會
員
は
魯
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
禽
誌
四
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
倉
誌
に
豫
岱
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
庸
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
部
内
に
お
く

繍
、
規
約
の
改
正
は
委
員
愈
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
禽
役
員

委

員

飴湯山森本内水宝藤臣服長顔中辻竹溝酒木梶上池

岡淺　口琴　　　澤野部谷下　村原水　曾山田國

健醸髄月　　久　井
二幸　都良　　　令俊正正裕　公図善　好雄閑秀

郎孫贔男治恵渉誠夫二明当作郎一一三修能一照三
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八
　
木

岩
城

富
　
島

哲
学
研
究
　
第
五
酉
匹
十
二
号

秀
　
夫
　
組
織
と
導
門
象

　
　
美
学
美
衛
史
学

［
見
　

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
美
学
に
於
け
る
近
代

籍
　
一
　
中
世
初
期
に
お
け
る
倭
絵
の
諸
糊

九
六

次攣目Elj

視
覚
の
生
態
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
灘
崎
祐
一

一
i
心
理
学
的
知
覚
論
へ
の
一
試
考
一

《
芸
術
の
終
焉
》
と
《
芸
術
の
可
能
性
》
…
岩
城
見
一

i
へ
ー
ゲ
ル
美
掌
の
解
釈
に
つ
い
て
一

伝
達
の
可
能
根
拠
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
小
浜
善
信

i
9
ミ
穿
無
。
ミ
漁
×
押
ρ
α
l
i

「
構
造
的
発
展
に
お
け
る
誓
学
」

　
　
と
し
て
の
体
系
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
舩
山
信
一

；
遡
照
哲
学
と
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
の
一
対
立
点
1

次号論文予告

随
眠
と
帰
属
の
理
論
：
：
…
…
…
…
…
…
・
：
出
内
　
得
立

論
評
と
構
築
と
の
あ
ひ
だ
…
…
…
…
…
・
…
・
・
瀬
井
　
　
修

物
理
学
と
宇
露
論
に
お
け
る
最
近
の
試
み
…
佐
藤

　
i
統
一
ゲ
ー
ジ
理
論
と
力
の
三
期
の
相
対
化
…
ー

カ
ン
ト
に
於
け
る
鍛
高
善
の

　
実
践
的
必
然
性
に
関
す
る
一
試
論
…
…
北
岡

文
縫

武
司



會

告

一
、
本
魯
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
絡
の
舗
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
歯
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
簸
吉
閏
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

誓
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但
し
、

會
誌
四
冊
分
）
を
お
斗
星
下
さ
い

又
愈
員
へ
の
魯
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
襲
費

に
遷
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
閏
臨
輔
番
町
一
七
番
地
創
文

就
（
擾
替
口
座
東
京
二
i
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

扁
、
一
員
の
韓
居
。
入
退
禽
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
両
津
に
御
通
知
下
さ
い

繍
、
本
誌
の
編
輯
に
卜
す
る
通
信
・
薪
卜
書
。
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

奈
藤
野
左
京
臨
吉
紐

京
都
大
薮
文
學
部
内

昭
和
五
十
六
年
　
三
　
罵
十
五
日
　
印
刷

昭
称
五
十
六
年
　
一
二
　
月
二
十
臼
　
讃
雄

編
雪
菜

骸
行
人

編
輯
代
蓑

編
輯
撞
当

惑
都
大
照
文
學
部
内

京
　
都
　
哲

酒
　
　
　
弁

宗
　
　
　
卸

町

恵修會

蛍
臥
所

摩
　
刷
　
一

落
創
　
文
　
肚

久
保
井
　
理
津
男

東
京
都
千
代
二
匿
一
番
町
一
七
番
雛

遷
替
口
塵
　
東
窟
二
一
九
二
四
七
二

電
話
東
京
二
六
三
一
七
　
○
一
（
代
嚢
）

曉
印
刷
株
式
會
鮭

東
京
都
文
京
屡
蘭
ロ
一
一
二
四
一
八

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
鯛
す
る

件
は
「
創
文
駐
」
へ
御
上
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
繍
部
、
定
贋
九

〇
〇
圓
、
送
料
・
六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
和
鷲
十
六
年
　
　
一
瓢
　
貝
㎝
十
・
五
日
印
刷

昭
和
鷺
牽
六
年
　
三
　
月
二
主
T
日
螢
行
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